
第17回
食べる楽しさを
親子で

　未就園児の親子を対象に家庭教育支援事業『親子
食育講座』（全4回予定）で、これまでに「梅干し作り」、
季節の野菜や果物を使った「ジャム作り」を行いまし
た。梅のへた取りやピーラーでのにんじんの皮むき、
すりおろしなどの作業に熱中する子どもの様子はほ
ほえましく、何より「自分で作った」食べ物を身近に
感じて家庭でよく食べるようになったとの声もいた
だいています。
　第3回は、お正月に合わせて「おせち作り」をしま
す。伝統や地域によって、「おせち」のスタイルも様々
ありますが、和食の基本である「出

だ し

汁」のおいしさを
じっくり味わうことや、おせちのメニューの中でも
っと日常的に摂

と

っていただきたい食材を中心に調理
体験を計画しています。また、第4回は2月に「みそ作
り」の予定です。

　ケガなどしないように調理道具の扱いには十分な
注意が必要ですが、子どもと一緒に台所仕事を楽し
むことは、食に対する関心の芽生えや家族の一員と
して仕事をする「お手伝い」にもつながります。この
講座が自然に子どもを台所に招き入れるきっかけに
なり、親子で
“食”を楽しん
でいただけれ
ばと願ってい
ます。

～教育の出発点は家庭から～

家庭教育
子育て・親育ち講座
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こども未来課　家庭教育振興係
☎ 86-8171　  86-8380

問い合わせ

2010.12.117 平成22年12月1日


